





















上記 で見た交換 され る肉体 は、 シチ ュエー ションは異 な って も、MM以 外
の劇 中 にも見 ることがで きる。、4MidsummerNight'sDream(MND)を
その例 として見 てい こう。父親 に結婚 を反 対 され たHermiaとLysander
は、 駆 け落 ちしようと妖 精の棲 む森 で落 ち合 う。Hermiaを一方的 に愛す る
Demetriusと、彼 を愛す るHelenaも 共 に彼 らを追 って森 へ向 か う。そ こ
でDemetriusとLysanderは、妖精Puckが 目に塗 り付 けた薬 のせ いで
Helenaを愛す るように なって しまう。HermiaとHelenaの立場が 入れ替
わ って しまうのだ。 ち ょうど彼女 たちの肉体が交換 され たか っこうにな るわ
けであ る。女性 たちの肉体 が交換可能 にな って しま った事を示す科白がある。





Helena. Your vows to her [Hermia] and me, put in two 
                               scales, 












対する恐怖 は和らげられると言 ってよい。 ところが、MMの 中に見 られる
肉体の交換 は、魔法によってではなく人間の世界である 「現実」を舞台にし
て起 こってお り、 この交換が解消 しないまま幕を閉 じるため、恐怖感 は
MNL)より強 く打ち出されている。MNDで は交換可能な肉体にされ、恐怖
感を抱いたのは口説かれる女性側であった。MMで は、恐怖感 を覚え るの
は口説かれる女性には違いないが、交換可能な肉体となるのはむ しろ口説 く
男性側となることが多い。 それを詳 しく見てみることにしよう。 公爵 は、
Viennaを離れたと見せかけ、公爵代理 を任せた厳格なAngeloが厳 しく
法を適用 し、Viennaに秩序を取 り戻す様を密かに観察 しようと、修道士 に
変装する。Angeloは、長年執行されずにいた法律を復活させ、そのために、
婚約者を妊娠させたClaudioは死刑 を宣告 され る。 彼 の妹Isabellaは
Angeloのもとへ出向き助命嘆願をする。
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If he [Claudio] had been as you, and you as he, 
You would have slipp'd like  him.  .  .  .  (2.  2.  64-65)                         
. . . Go to your bosom, 
Knock there, and ask your heart what it doth know 
That's like my brother's fault. If it confess 
A natural guiltiness, such as is his, 
Let it not sound a thought upon your tongue 
Against my brother's life.  (2.2. 137-42)
彼女はAngeloも兄と同 じ過ちを犯 し得る人間ではないかと繰 り返 し問い
かける。彼女にとっては、二人とも 「同じ罪の心」を持 った、交換可能な人
間であり得るのだ。 この言葉に刺激されるかのように、Angeloは彼女に性
欲を持ち始める。MNDに おいては、Puckによって塗 り付けられた薬 が男
達の性欲を拡大させ、女性たちの肉体が交換 される事態が起 こった。一方
MMに おいては、Angeloは、Isabellaに兄 と交換可能な肉体 として扱われ
てから彼女に性欲を持ち始める。性欲が肉体の交換可能性を生むばかりでな
く、その逆 もあり得 ると言えよう。両者は互いを刺激 し合う要素と言える。
Angeloは、Claudioの助命と引き換えに、Isabellaの体を要求する。彼
女 は激 しく拒絶 し、貞節を汚す位なら兄は潔 く死ぬべきだと言 い切 る。彼女
は先に見たように、Angeloと兄を重ねて見 る発言を繰 り返 しており、彼 ら
を交換可能な肉体 として捉えている。その時点では、彼女 はAngeloに恐






Wilt thou be made a man out of my vice?
交換される肉体一死を恐怖する 『夏の夜の夢』『尺には尺を』、44
死に魅入 られる 『十二夜』
Is't not a kind of incest, to take life 
From thine own sister's shame? (3. 1. 136-39)
Angeloを、兄 と区別 のっかな い、性 欲を彼女 に向け る人間 として意 識 して
いる彼女 は、兄 を助 けるためにAngeloと関係 する ことを 「近親相 姦 」 と
感 じ、忌 まわ しく感 じるのであ る。途方 に暮 れ るIsabellaの前 に、 修道 士
に変装 し、Angeloの統治ぶ りをっぶ さに観察 す る公爵 が現 れ、Angeloの
不正 を阻止 ・暴露す るため助力を申 し出 る。 彼 はAngeloの要求 を呑 んで
彼 に身を任せ るふ りをす るよ うIsabellaに指示 し、昔Angeloに捨 て られ
たMarianaがIsabellaに成 り済 ま してAngeloと関係 を持 たせ るよ う
画策 する。修道 士 という役職上、公爵 は しば しば"father"と呼 ばれ るのだ
が,"BedTricks:OnMarriageastheEndofComedyinAll'sWell
ThatEndsWellandMeasureforMeasure"にお いてJanetAdelman
は、公爵 はIsabellaに対 しては、「性欲 を持 たな い父親」("asexualfather")
的 な 保 護者 と して「Isabellaをsexualityから守 る」("hasprotected
Isabellafromsexuality"[171])者として機能 していると分析す る。 子 供
を守 り、指導 す る"father"として公爵 が機能 してい る ことは終幕 に お いて
強調 され る。公衆 の面前 でIsabellaやMarianaがどんなに姦淫 の罪 を糾 弾
して も、Angeloは罪 を認め ようとしない。しか し、 公爵 が修 道士 の頭 巾を
脱 ぎ捨て正体 を現 すや否 や、Angeloは恥 じ入 って罪 を認 め るのであ る。 公
爵 は、無力な子 供Isabellaを守 る"father"なの だ。 しか し、Isabellaを
sexualityから守 る"father"であ ったはずの公 爵 は、最後 の最後 でIsabella
に結婚 を要 求 し、Adelmanが指摘す るよ うに、Isabellaに性 欲 を持 っ もの
と してAngeloと同一化 す る(171)。公 爵 の結 婚 の 申 し込 み に対 し、
Isabe11aが沈黙 を守 ったまま劇 は終わ りをむか える。 この沈黙 は、承 諾の沈




両劇 いずれ ににおいて も、性欲 と結 び付 いた肉体 の交換可能性 は恐怖 を呼
び起 こした。 この恐怖 は何 ゆえ生 み出 され るのだろ うか。 この問 いに対 す る
答え はMMに 表 れてい る。公爵 は、Claudioの処刑 を急 ぐAngeloをごま
かそ うと、 反抗的 な囚人Barnardineの首 をClaudioの首 と してAngelo
に差 し出す よ う指示す る。Angeloは二人 とも見知 って いるたあ、 別人 の首
だ とば れ て しま うと心 配 す る典 獄 に対 し、 公 爵 は"0,death'sagreat
disguiser"(4.2.172-74)と答 え る。死 によ って人 の顔 の見分 けがっ かな く
な るとい うわ けだ。 この試みは中断 され るが、 結局熱 病 で死 ん だ別 の囚人
Ragozineの首を代わ りにAngeloに届 ける。
 Provost  .  .  .  . Ragozine, a most notorious pirate, 
        A man of Claudio's years; his beard and head 
       Just of his colour. What if we do omit 
       This reprobate [Barnardine] till he were well 
                                         inclin'd,
       And satisfy the deputy with the visage
       Of Ragozine, more like to Claudio? (4.  3.  70-75)
Robert.N.Watsonは"FalseImmortalityinMeasureforMeasure:
ComicMeans,TragicEnds"において、Claudioの首 は、様々な死 人 の首
と交換可能 であ ることを強調 す ることで 「あ らゆる人間 の肉体 は死ねば恐 ろ
しい位 同質化 して しま うもの」("indecayallhumanbodiesrevealtheir
horriblesameness"[429])であることを表 す と指摘 す る。 っ ま り、 全 て
の肉体 は死 によ ってどれ も同 じで交換可能 な状態 となるのだ。死んで全てが
区別 のっかない同 じものになる ことへ の人 間の恐 れを公爵が表現 して いる。
        
. . . yet death we fear 




威 となるのである。死 と肉体の交換可能性が結び付 くことを示すエピソー ド











Hermia.  .  .  . What a dream was  here  ! 
      Lysander, look how I do quake with fear. 
      Methought a serpent eat my heart away, 
      And you sat smiling  at his cruel prey.






は、村人たちが 大公TheseusとHippolytaの結婚式 に捧 げる狂言 の稽古
場面によくあらわれている。狂言の内容は、恋人がライオンに殺されたと勘
違いした男が自殺 し、それを見た恋人 も悲観 して死んでしまうという内容な
のだが、ご婦人方がこわがるからライオン役は小さく吠えようとか、 ライオ
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ン役 は本当 は人間が して いるのだ ということが分か るよ うにしよ うだ とか、
徹底的 に劇 の リア リテ ィーの骨抜 きが行われ る。 さらに、 自殺 シー ンもご婦
人方が怖が るので はないかという意見 に対 し、Bottomはこう答 える。
Bottom.  .  .  . let the prologue seem to say we 
      will do no harm with our swords, and that Pyramus is 
      not kill'd indeed; and for the more better assurance, tell
      them that I Pyramus am not Pyramus but Bottom the
        weaver. 





立場 に逆転 はある ものの、両劇 と も肉体が交換 され ることは回避 され るべ
きであ るとい う姿勢 を取 ってい ることに は変 わ りない。 ところが、Twelfth.
Night(TN)は、 この肉体の交換可能 性(こ こで は口説 かれ る側 の)を 受 け
入れて しまう。男装 したViolaと生 き別 れにな ってい た兄Sebastianが鉢
合 わせ した シー ンでは、 ま るで同一人物 が二人 いる錯覚 を起 こ したか のよう
な科 白が溢 れ る。 当の本人 さえ も混乱 するほどである。
Duke. One face, one voice, one habit, and two persons! 
         A natural perspective, that is, and is not!
Antonio. How have you made division of yourself? 
        An apple cleft in two is not more twin 
         Than these two creatures. Which is Sebastian ? 
Sebastian. Do I stand there ?  (5.  1.  214-24)
48交 換される肉体一舞 飜 薪 罕野 』「尺には尺砿
01iviaは、男装 したViolaにあれ ほど恋 い焦 が れて いた に もか か わ らず、
Violaが女性 である ことが判明 し、兄Sebastianが現れ るや否 や あ っさ り
と兄 との結婚 を承諾す る。Violaと兄 とは、人格 は全 く異な るに もかかわ ら
ず、Oliviaにとって は二人 は交換可能 な肉体 とな るのである。一 方,01ivia
に恋 したSebastianもこれを喜 んで受 け入 れ る。 彼女 との結 婚 に喜 ぶ彼 に
は、妹 との肉体 の交換可能性 を受 け入れた ような科 白が見 られるのであ る。
Sebastian. So comes it, lady, you have been mistook. 
      You would have been contracted to a maid; 
      Nor are you therein, by my life, deceiv'd:
      You are betroth'd to a maid and man. 
                         (5.  1.257-61)
IIで見てきたように、交換可能な肉体への恐怖は死への恐怖であるとすれば、
交換される肉体に恐怖を覚えず喜んで受け入れ るTNは 死 に魅入 られてい
ると言えるのではないだろうか。TNは 一見のどかな10vecomedyに見
える。 しか しそこではふとした瞬間に死の影が不気味に旋律を奏で始めるの
である。Orsinoは、Oliviaを思 う苦 しさを紛 らわせようと、道化に歌を歌
わせる。
Come away, come away death, 
And in sad cypress let me be laid. 
Fie away, fie away breath, 
I am slain by a fair cruel maid: 
    My shroud of white, stuck all with yew, 
 0 prepare it. 
    My part of death no one so true 
        Did share it.
Not a flower, not a flower sweet, 
On my black coffin let there be strewn: 
Not a friend, not a friend greet
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My poor corpse, where my bones shall be thrown: 
    A thousand thousand sighs to save, 
       Lay me, 0 where 
     Sad true lover never find my grave, 





When that I was and a little tiny boy, 
  With hey, ho, the wind and the rain, 
A foolish thing was but a toy, 
  For the rain it raineth every day. 
But when I came to man's estate, 
  With hey, ho, the wind and the rain, 
'Gainst knaves and thieves men shut their gate, 
  For the rain it raineth every day. 
But when I came, alas, to wive, 
  With hey, ho, the wind and the rain, 
By swaggering could I never thrive, 
  For the rain it raineth every day. 
But when I came unto my beds, 
  With hey, ho, the wind and the rain, 
With toss-pots still 'had drunken heads, 
  For the rain it raineth every day. 
A great while ago the world begun, 
  With hey, ho, the wind and the rain, 
But that's all one, our play is done, 







化 は静かに警告を発 しているのだ。TNは 、問題劇 と言われるMMよ りも
遥かに問題作であると言えるのである。
Works Cited
Adelman, Janet. "Bed Tricks: On Marriage as the End of Comedy in All's Well 
   That Ends Well and Measure for Measure." Shakespeare's Personality. Ed. 
   Norman N. Holland, Sidney Homan, and Bernard J. Paris. California: 
   University of California Press, 1989. 
Shakespeare, William. Measure for Measure. 1965. Ed. J. W. Lever, The 
   Arden Shakespeare. London: Routledge, 1994. 
 . A Midsummer-Night's Dream. Ed. Shonosuke  Ishii. Tokyo: 
   Taishukan Publishing Company, 1987.  
. Twelfth Night. 1975. Ed.  J. M. Lothian and T. W. Craik, The Arden 
   Shakespeare. London: Routledge, 1991. 
Watson, Robert N. "False Immortality in Measure for Measure: 
   Comic Means, Tragic Ends." Shakespeare QuarterlyWinter 
   (1990): 411-31.
